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アントラセン結晶における後光の減衰時間の温度変化は，ダピドフ準位により説明できる ζ とが報告され
ている.しかし，常温以上の温度では，蛍光の減衰時間の温度変化は，三つの領域に分けて説明でき， 3000 



















































17=一{(l-a) Pt十叶n (1) 
ここで， Pf， Pqはそれぞれ後光及び消光の確率を示
す.この時，後光の減衰時間 (τ)は次式で示される.
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(3) 
で示される.今， Pq=S exp (-L1E/kT) とおくと次
式となる.
マ (l-a)Pf一一
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